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 【消化器外科】 

2024 年度の外科手術件数は 482 例であり、約 3 割が救急疾患に対する緊急手 術でした。

主な癌疾患に対する手術症例は、胃切除 15 例（胃全摘 4、幽門側胃切除 ６､噴門側胃切除

2）、大腸切除 67 例（結腸 57、直腸 10）、膵・胆道癌手術 15 例(膵頭十二指腸切除 ９ 例)

であり、胃・大腸癌手術の約 7～8 割で適応症例に鏡視下手術を行っています。癌手術以外

に、虫垂炎手術 65 例（すべて腹腔鏡下）、胆石・総胆管結石手術 146 例（腹腔鏡下胆嚢摘

出術 141 例）、ヘルニア 89 例（腹腔鏡下ヘルニア手術 56 例）、腹膜炎や腸閉塞、その他

の消化器関連手術も多数施行しています 


